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特許からみたセメント強化用耐アルカリ性ガラス繊維の研究動向
Trendsintheresearchonalkali･resistantglass丘bersforGRCinviewofJapanesepatents
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ToshikoYAMAZAKI,HiroshiHASEGAWAandltaruYASUI

ガラス織維強化セメント(伝RC)に関する最近の特許からGRC用耐

アルカIJ性ガラス絶経についての調査をした結果を報告する.1973年

から1981年までの特許庁発行の特許公報を資料として用いた.

1. ま え が さ

セメントが,建設,土木材料として重要な位置を占め

ていることは変わりがない.しかし,コンクリートなど

砂,砕石などとの混合だけでは,引張強度やせん断強度

が小さく,また衝撃に対して弱いため,鉄筋などで補強

されるのが通例である.しかし,肉厚が薄いものや複雑

な形状のものに対して鉄筋による補強はあまり向いてい

ない.

高強度綿繊維によりセメント補強をしようとする試み

がいくつかなされている.たとえば金属繊維 (鋼繊維),

有機高分子繊維 (たとえばポリエチレン繊維)セラミッ

クス繊維 (たとえばガラス繊維)によるもの等がある.

その中でガラス繊維は,製造も容易で値段も安く耐アル

カリ性もかなり大きいものができるようになったことか

ら,現在最も広く使われているし,研究も盛んである.

本来ガラス繊維は,他の有機質,無機質の繊維に比べ,

最も高い引張強度を有する繊維に属し,さらに低伸度,

寸法安定性,不燃性のような特徴をもつことから強化プ

ラスチック用繊維,つまりFRPとして大量に使用され

てきた.ガラス繊維はこのような利点に加えて,比重が

セメントモルタルあるいは珪酸カルシウムマトリックス

の比重と近似しているという特性があり,有機繊維や金

属細線のようにセメントペースト中で繊維が上部や下部

に集合して不均一な分散となる欠点を排除でき,また紡

糸時にその繊維径を調節できることから,石綿繊維のよ

うに繊維径が小さすぎてセメントとの混合の際,繊維が

かたまって不均一になる欠点からも免かれることもでき

る等の特徴ももつ.

筆者らも昭和 53年頃から,産業廃棄物であるスラグを

利用したGRC(GlassFiberReinforcedCement)用ガ

ラス線維に取り組んできたが,その際,GRCに関する膨

大な量の報告,特許などを前に,その研究の流れをつか
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むのに困難を感じた.そこで,GRC用ガラス繊維の研究

の動向を日本の特許公報をもとにまとめて,研究の流れ

を整理してみた.GRC関係者の参考の資になれば幸いで

ある.

2.GRC用ガラス繊維特許の歴史

筆者らが調べたGRCに関する特許庁発行の国内特許

公報総数は,1973年′-81年 (昭和48′-56年)で546件

であったが,CASによる特許および報文の数(日本の特

許を除く)は1976年～81年 (昭和51-56年)で152報

あり,だいたい特許と並行した研究内容であった.

1973年～81年 (昭和 48年～56年)までの前述の546

件の特許公報の中からガラス繊維組成関係,ガラス繊維

表面処理関係をとりあげ,それぞれの特許公報数の特許

公開年による変化を図1に示す.GRCの特許公報総件数

は1973年(昭和48年)から上昇し,1977年(昭和 52年)

をピークにして下降している.ガラス組成関係もほぼ同

様であるが,ガラス繊維の表面処理に関する件数のピー

クは少し遅れて1979年 (昭和 54年)となっている.こ

のピークのずれは,組成による繊維の改良の限界を表面

処理で補おうとする形で研究が引き継がれていった結果

と考えられる.

元来,セメントのガラス繊維による補強については,

1950年代からEガラス繊維その他で試みられてきた.し
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図 1 特許公開年による特許公報件数の変化






















